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こ
ば
と
保
育
園
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
の
演
奏
に
よ
り
17
時
に

夏
祭
り
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
舞
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
・

舞
ま
い
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
・
飛
晴
（
ひ

ば
り
）
の
３
団
体
が
、
は
ぎ
れ

の
良
い
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の

踊
り
を
披
露
。
そ
の
後
、
大
人

み
こ
し
と
子
ど
も
み
こ
し
６
基

が
集
い
、
勇
壮
に
み
こ
し
の
練

り
歩
き
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会

場
は
躍
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
姿
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

雨
で
一
時
中
断
し
た
も
の

の
、
19
時
30
分
よ
り
始
ま
っ
た

盆
踊
り
に
は
、
個
人
・
団
体
合

わ
せ
て
６
４
１
人
が
参
加
。
お

い
ら
ん
道
中
、
ど
じ
ょ
う
す
く

い
、
一
つ
目
小
僧
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
メ
イ
ク
や
衣
装
の
出
場

者
、
お
揃
い
の
浴
衣
や
ハ
ッ
ピ

を
ま
と
い
息
の
合
っ
た
踊
り
を

見
せ
る
出
場
者
た
ち
が
観
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

20
時
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
花

火
シ
ョ
ー
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
観
客
の
発
射
の
掛
け
声
で
、

花
火
が
次
々
に
夜
空
へ
打
ち
上

げ
ら
れ
る
と
、
そ
の
た
び
に
会

場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
90
分
の
間
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
花
火
の
数
は
６
０
０

０
発
。
大
小
色
と
り
ど
り
の
花

火
が
高
根
沢
の
夜
空
を
美
し
く

彩
り
、
来
場
し
た
３
８
０
０
０

人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/3



平
成
19
年
に
は
全
国
で
３
３
０
９
３

人
の
方
が
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
栃
木
県
の
自
殺
者

数
は
５
７
５
人
で
、
同
じ
年
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
数
１
４
９
人
の
約
3.9

倍
で
す
。

自
殺
は
、
残
さ
れ
た
家
族
や
周
囲
の

人
々
に
計
り
知
れ
な
い
深
い
悲
し
み
を

も
た
ら
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会

全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
殺
予
防
は
社
会
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
18
年
10
月
に
「
自

殺
対
策
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
栃
木

県
で
は
平
成
19
年
７
月
に
「
栃
木
県
自

殺
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、
官

民
が
一
体
と
な
っ
た
自
殺
対
策
の
推
進

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
殺
者
数
の
推
移

栃
木
県
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
元
年
は
３

６
４
人
で
、
同
じ
年
の
交
通
事
故
死
亡
者
数

３
１
６
人
と
顕
著
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
自
殺
者
数
は
、
平
成

10
年
に
５
７
７
人
に
急
増
し
て
以
来
、
10
年

連
続
で
５
０
０
人
を
超
え
る
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
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栃
木
県
と
栃
木
県
自
殺
対
策
連
絡
協

議
会
は
、
今
年
３
月
「
自
殺
対
策
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

予
防
や
対
処
法
を
は
じ
め
、
子
育

て
・
い
じ
め
・
多
重
債
務
・
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
健
康
・
精
神
科
な
ど
の
各
種

相
談
窓
口
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

福
祉
・
医

療→

保
健
・
衛
生→
自
殺
総
合
対
策
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〜
死
な
な
い
で
、
あ
な
た
が
い
な
く
な
っ
た
ら
悲
し
む
人
が
い
ま
す
〜

自
殺
を
防
い
で
い
く
た
め
に



年
代
別
自
殺
者
の
現
状

〇
将
来
の
あ
る
子
ど
も
の
自
殺
や
20
代
、

30
代
を
中
心
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
自
殺
が
増
え
て
い
る

〇
心
理
的
・
社
会
的
に
も
負
担
を
抱
え

る
こ
と
が
多
い
中
高
年
男
性
の
自
殺

が
急
増
し
て
い
る

〇
自
ら
の
健
康
問
題
に
加
え
、
介
護
・

看
護
疲
れ
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
の
自

殺
が
増
え
て
い
る

自
殺
に
つ
い
て
の
３
つ
の
認
識

（
１
）自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選

択
の
結
果
で
は
な
く
、
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
て
、
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
で
す
。

自
殺
者
の
多
く
は
、
自
殺
直
前
に
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
、
正

常
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

失
業
、
倒
産
、
多
重
債
務
、
長
時
間

労
働
な
ど
社
会
的
要
因
に
よ
る
自
殺
は
、

社
会
的
取
り
組
み
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が

可
能
で
す
。

健
康
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
個
人
の

問
題
と
思
わ
れ
る
要
因
の
自
殺
も
、
専

門
家
へ
の
相
談
や
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

（
３
）自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
サ
イ
ン

を
発
し
て
い
る

死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
不

眠
、
原
因
不
明
の
体
調
不
良
な
ど
自
殺

の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま

す
。本

人
か
ら
精
神
科
医
な
ど
の
専
門
家

に
相
談
す
る
例
は
少
な
く
、
身
近
な
人

た
ち
が
こ
れ
ら
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
気
づ
き

が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
殺
の
サ
イ
ン

（
自
殺
予
防
の
10
カ
条
）

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
数
多
く
認
め

る
場
合
は
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い

ま
す
。

①
う
つ
病
の
症
状
（
気
分
が
沈
む
、
自
分

を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率
が
落
ち
る
、

決
断
が
で
き
な
い
、
不
眠
が
続
く
）

②
原
因
不
明
の
か
ら
だ
の
不
調
が
続
く

③
酒
量
が
増
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き

な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ

な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の

（
職
、
地
位
、
家
族
、
財
産
）
を
失
う

⑧
重
症
の
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

「
う
つ
病
」
は

だ
れ
で
も
か
か
る
心
の
病

近
年
、
心
の
病
気
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も

特
に
多
い
の
が
う
つ
病
で
す
。

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
で
は
、

一
生
の
う
ち
に
15
人
に
１
人
が
う
つ
病

に
か
か
る
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

で
は
、
平
成
12
年
の
時
点
で
う
つ
病
は

総
疾
病
の
第
４
位
、
平
成
32
年
に
は
第

２
位
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
多
い
病
気
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

う
つ
病
が
自
殺
理
由
の
ト
ッ
プ

そ
ん
な
身
近
な
病
気
で
も
あ
る
う
つ

病
が
原
因
と
み
ら
れ
る
自
殺
が
増
え
て

い
ま
す
。

警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成

19
年
中
の
自
殺
の
原
因
・
動
機
と
し
て
、

最
も
多
か
っ
た
も
の
は
「
う
つ
病
」
で

６
０
６
０
人
、
２
番
目
が
「
身
体
の
病

気
」
の
５
２
４
０
人
と
健
康
問
題
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
つ
い
で
、「
多
重

債
務
」
の
１
９
７
３
人
、「
そ
の
他
の
負

債
」
の
１
６
５
６
人
と
経
済
・
生
活
問

題
が
続
き
ま
し
た
。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/5

勤務問題
2207
7％

経済・生活問題
7318
24％

男女問題
949
3％

学校問題
338
1％

その他
1500
5％

家庭問題
3751
12％

健康問題
14684
48％

年代別自殺者数の推移

原因・動機別　自殺者数（平成19年）

（H20年６月発表　警察庁統計資料より）



う
つ
病
っ
て
な
に
？

脳
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
状
態

う
つ
病
と
は
、
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
り
、

楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

て
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
病
気
で

す
。「

気
の
も
ち
よ
う
」、「
弱
さ
」
か
ら
で

は
な
く
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
て
、
機
能
障
害

（
脳
の
神
経
伝
達
物
質
が
減
少
す
る
な
ど
）

が
起
こ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
防
は
？

ス
ト
レ
ス
に
気
づ
き
、
解
消
す
る
こ
と

が
大
切
。
普
段
よ
り
落
ち
込
む
、
体
調
が

す
っ
き
り
し
な
い
な
ど
は
、
心
が
疲
れ
て

い
る
サ
イ
ン
で
す
。
休
養
を
取
る
、
好
き

な
こ
と
を
す
る
な
ど
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。
悩
み
事
や
問
題
が
生
じ

た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
誰
か
に
相
談

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

病
状
は
？→

「
違
う
」
変
化
に
注
意

「
気
分
が
重
く
沈
み
こ
む
」、「
何
を

や
っ
て
も
楽
し
く
な
い
」
と
い
う
症
状

が
２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
う
つ
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の

人
か
ら
見
る
と
、
外
見
上
わ
か
ら
な
い

と
い
う
場
合
も
あ
る
の
で
、「
こ
れ
ま
で

と
違
う
」
と
感
じ
る
変
化
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

治
療
は
？→

薬
物
療
法
が
基
本

本
人
が
病
気
を
正
し
く
知
り
、
病
気
と
認

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
医
療
機
関

を
受
診
し
て
薬
物
療
法
を
受
け
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
す
。

そ
し
て
、
職
場
や
家
庭
の
環
境
を
整

え
て
休
養
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

精
神
療
法
な
ど
で
、
柔
軟
な
考
え
方
が

で
き
る
よ
う
心
理
的
治
療
を
行
っ
て
い

く
こ
と
も
有
効
で
す
。

治
療
す
れ
ば
治
る
可
能
性
が
高
い
病

気
で
す
。

う
つ
病
患
者
の
家
族
の
心
が
ま
え

①
怠
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
病
気
だ

と
認
識
す
る

②
励
ま
し
た
り
せ
ず
、
不
用
意
に
外
出

な
ど
に
誘
わ
な
い

③
治
る
の
で
、
あ
せ
ら
な
い

④
３
カ
月
く
ら
い
は
注
意
深
く
様
子
を

見
守
る

⑤
自
殺
に
注
意
す
る

⑥
負
担
を
取
り
除
き
、
で
き
る
だ
け
協

力
す
る

⑦
服
薬
し
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

⑧
必
要
な
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
入
院

さ
せ
る

う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
の

予
防
６
カ
条

①
自
分
自
身
に
対
す
る
洞
察

自
分
の
性
格
を
よ
く
把
握
し
、
そ
れ

が
行
き
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
「
自
分
自
身
を

知
る
」
こ
と
が
大
事
で
す
。

②
八
分
目
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活

ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
秩
序
に
し
ば
ら

れ
な
い
、
ゆ
っ
く
り
し
た
生
活
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
「
八
分
目
の

生
活
」
が
目
標
で
す
。

③
優
先
順
位
を
設
定

物
事
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
大
切

な
こ
と
か
ら
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。「
あ

れ
も
こ
れ
も
」
で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ

れ
か
」
と
い
う
よ
う
に
し
ま
す
。

④
自
己
負
担
を
軽
減

自
分
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
他
人
に

任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
任
せ
る
こ
と
で
す
。

意
識
的
に
自
分
の
負
担
を
軽
く
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
生
活
上
の
変
化
に
注
意

生
活
の
変
化
、
そ
れ
も
重
要
な
変
化

が
あ
る
と
き
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
疲
れ
を
残
さ
ず
、
十
分
な
安
静
と

休
息
を
取
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

⑥
他
人
を
気
に
し
な
い
こ
と

自
分
の
行
動
が
、
他
人
の
評
価
に
し

ば
ら
れ
な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

他
人
の
目
を
意
識
し
す
ぎ
ず
、
自
分
自

身
の
生
活
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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あなたの「うつ度」をセルフチェック
〇＝はい　×＝いいえ　△＝どちらともいえない

こころやからだの状態 ○ × △

①いつもより早く目が覚める
②朝起きた時、陰気な気分がする
③朝いつものように新聞、テレビを見る気にならない
④服装や身だしなみにいつものように関心がわかない
⑤仕事にとりかかる気になかなかなれない
⑥仕事にとりかかっても根気が続かない
⑦決断がなかなかつかない
⑧いつものように気軽に人に会うことができない
⑨何となく不安でいらいらすることがよくある
⑩これから先やっていく自信がない
⑪「いっそこの世から消えたい」と思うことが最近はよくある
⑫テレビがいつものように面白くない
⑬さびしくて誰かにそばにいて欲しいと思うことが最近はよくある
⑭涙ぐむことが多い
⑮夕方になると気持ちが楽になる
⑯頭が重かったり痛んだりする
⑰性欲が最近は落ちている
⑱食欲も最近は落ちている

　「はい」の数が多いほど、「うつ病」の可能性が高いと考えられます。ただし、「はい」
がいくつ以上あるから病気で、いくつ以下なら健康ということではありません。
　①から⑤が朝の調子、⑥から⑩が職場での調子、⑪から⑮が家庭での様子、⑯
から⑱がからだの調子に関する質問です。　　　　　　（「笠原　嘉」氏による）



多
重
債
務
は

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
す
べ
て
の
市
町
で
多
重
債
務

者
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
相
談
員
な

ど
が
て
い
ね
い
に
事
情
を
聞
き
、
解
決

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
債
務
整

理
が
必
要
な
場
合
に
は
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
な
ど
法
律
専
門
家
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

栃
木
県
弁
護
士
会
、
栃
木
県
司
法
書
士

会
に
お
い
て
も
、
多
重
債
務
問
題
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

秘
密
厳
守

弁
護
士
に
引
き
継
ぐ
際
に
本
人
の
了

解
を
得
て
情
報
を
伝
え
る
場
合
な
ど
を

除
い
て
は
、
相
談
内
容
が
外
部
に
出
る

こ
と
は
決
し
て
な
く
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

相
談
無
料

相
談
窓
口
の
相
談
は
無
料
で
す
。

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
債
務
整
理
を
依

頼
す
る
場
合
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

収
入
な
ど
が
一
定
基
準
以
下
の
方
に
つ
い

て
は
、
民
事
法
律
扶
助
に
よ
る
弁
護
士
費

用
な
ど
の
立
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
解
決

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
債
務
整
理
を

依
頼
す
る
と
借
金
の
取
立
て
が
止
ま
り

ま
す
。

取
立
て
が
止
ま
れ
ば
、
落
ち
着
い
て

生
活
の
再
建
に
つ
い
て
考
え
る
余
裕
が

で
き
、
家
族
や
弁
護
士
な
ど
と
時
間
を

か
け
て
相
談
が
で
き
ま
す
。
多
重
債
務

問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
６
６
５
ー
７
７
４
４

栃
木
県
弁
護
士
会

†
６
４
３
ー
２
２
７
２

栃
木
県
司
法
書
士
会†

６
１
４
ー
１
１
２
２

町
産
業
課
　
商
工
業
担
当

†
６
７
５
ー
８
１
０
４

９
月
７
日
（
日
）

自
殺
対
策
講
演
会
を
開
催

自
殺
の
予
防
は
も
と
よ
り
、
自
殺
者

の
親
族
な
ど
に
対
す
る
支
援
も
含
め
た

総
合
的
な
自
殺
対
策
を
推
進
し
、
こ
こ

ろ
の
健
康
問
題
や
自
殺
予
防
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
正
し
く
理
解
す
る
た
め
、

自
殺
対
策
に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◆
日
時

９
月
７
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

◆
場
所

と
ち
ぎ
健
康
の
森
　
講
堂

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
―
１
　

◆
無
料
相
談
会

会
場
内
で
無
料
相
談

（
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
）
を
実
施
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

講
演
会
、
無
料
相
談
会

と
も
に
、
栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

◆
第
１
部
　
14
時
〜

講
演
会
「
自
殺
予
防
に
お
け
る
未
遂
者
対

策
‥
救
命
セ
ン
タ
ー
の
現
場
か
ら
考

え
る
対
策
」

講
師

河
西

千
秋
氏

（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
精
神
医
学
准
教
授
、

横
浜
自
殺
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
）

◆
第
２
部

15
時
30
分
〜

講
座
「
う
つ
病
の
基
礎
知
識
」

講
師

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

◆
主
催

栃
木
県
、
栃
木
県
自
殺
対
策

連
絡
協
議
会
　
な
ど

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

†
６
７
３
ー
８
７
８
５
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◆電話相談
　〇こころのダイヤル　　☎673－8341　
　　　　　　　　　　　　　月～金　９時～12時、13時～16時
　〇栃木いのちの電話　　
　　宇都宮センター　　　☎643－7830　
　　　　　　　　　　　　　毎日　７時～21時　（金・土曜日は２４時間）
　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www4.ocn.ne.jp/̃tid/index.html
　　足利センター　　　　☎0284－44－0783　
　　　　　　　　　　　　　毎日　15時～21時
　　　　　　　　　　　　　ホームページ  http://www.jpw.co.jp/inochi/frame.html
　〇いのちの電話　　　　☎0120－738－556　
　　　　　　　　　　　　　毎月10日　８時～翌日８時
　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.find-j.jp/
◆電話・来所相談
　〇栃木県精神保健福祉センター　　☎673－8785

宇都宮市下岡本町2145－13　 　 月～金　８時30分～17時 30分（予約制）
　〇矢板健康福祉センター　　　　　☎0287－44－1297　

矢板市本町２－25　　　　　　　　専門医による相談：毎月第４木曜日（予約制）
　　　　　　　　　　　　　　　　　保健師による相談：月～金　８時30分～17時 30分

　〇町保健センター（健康相談）　　　☎675－4559
　　高根沢町大字石末1825　　　　　８時30分～17時 30分　随時（予約制）
　〇その他、精神科、心療内科のある病院・診療所

こころの相談ができるところこころの相談ができるところこころの相談ができるところこころの相談ができるところこころの相談ができるところ
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　町では、介護予防や高齢者の生きがいづくりを目的に、各種事業に取り組んでいます。
　今回は、老人クラブサークルや地域で高齢者の皆さんが取り組んでいるクラブ活動、町やシルバー人
材センター、社会福祉協議会の開催事業を紹介します。

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
会
員
は
16
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

会
員
の
年
齢
は
78
歳
以
上
と
高
齢

で
す
が
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
せ
い
か
、
物
忘
れ
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
近
年
、
認
知
症
の
方
が
増
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
た

ち
に
は
ま
だ
先
の
話
で
す
。

毎
月
１
回
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
を
利
用
し
て
、
真
剣
な
ゲ
ー
ム

や
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
て
ま
す
。

会
員
15
名
で
、
毎
月
３
回
（
第

２
・
３
・
４
週
の
土
曜
日
午
前
中
）、

宝
積
寺
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

参
加
者
は
「
物
忘
れ
防
止
や
筋
力

低
下
予
防
の
た
め
」
と
言
い
な
が
ら

も
、
軽
や
か
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
75
歳
、
最
高
齢
者
は

81
歳
の
女
性
で
す
。

ひ
と
汗
か
い
た
後
は
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
の
お
茶
飲
み
。
こ
れ
も
最
高

の
時
間
で
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が

気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
は
30
名
。
み
ん
な
70
歳
以
上

の
元
気
な
高
齢
者
で
す
。

毎
月
１
回
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
甲
斐
も
あ
っ
て
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
や
急
激
な
筋
力
の
衰
え
も
無

く
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ど
う
で
す
か
、
こ
の
練
習
風
景
、

み
ん
な
生
き
生
き
と
し
て
い
る
で
し

ょ
う
。「
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

が
で
き
る
」、「
地
域
を
越
え
た
友
人

が
で
き
る
」
な
ど
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
運
動
会
、

輪
投
げ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
動
会
（
写
真
）
に
は
毎
年
た
く

さ
ん
の
会
員
が
町
民
広
場
に
集
ま

り
、
優
勝
を
競
い
な
が
ら
も
、
楽
し

く
わ
き
あ
い
あ
い
と
競
技
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
年
も
既
に
各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に

開
催
さ
れ
た
輪
投
げ
の
栃
木
県
大
会

で
は
４
位
の
好
成
績
で
し
た
。

指
と
頭
を
使
っ
て
楽
し
く
勝
負

指
と
頭
を
使
っ
て
楽
し
く
勝
負

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム

　
　
　

サ
ー
ク
ル

軽
や
か
に
若
々
し
く
ス
テ
ッ
プ

軽
や
か
に
若
々
し
く
ス
テ
ッ
プ

社
交
ダ
ン
ス

　
　
　

サ
ー
ク
ル

腰
痛
と
足
腰
の
衰
え
知
ら
ず

腰
痛
と
足
腰
の
衰
え
知
ら
ず

民
舞
サ
ー
ク
ル

わ
き
あ
い
あ
い
と
優
勝
目
指
す

わ
き
あ
い
あ
い
と
優
勝
目
指
す

町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

運
動
会
な
ど

老
人
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
（
趣
味
・
習
い
事
）
の
活
動
紹
介
に
つ
い
て

◆
問
合
せ
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
1
６
７
５
│
４
７
７
７
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私
た
ち
は
、
上
高
根
沢
周
辺
の
高

齢
者
が
集
ま
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
、
上
高
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
23
名
。
し
っ
か
り
と

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な

「
物
忘
れ
防
止
や
筋
力
の
保
持
の
た

め
に
続
け
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
が
、

力
強
い
シ
ョ
ッ
ト
を
見
る
と
、
ま
だ

ま
だ
認
知
症
や
介
護
に
は
縁
が
遠
い

で
す
。

練
習
後
の
お
し
ゃ
べ
り
も
大
切
な

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

町
健
康
福
祉
課
で
は
、「
は
つ
ら

つ
運
動
、
栄
養
講
話
、
歯
と
口
の
講

話
」
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
な
ど
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
元
気
な
う

ち
か
ら
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

写
真
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
で
の

活
動
の
様
子
で
す
。
参
加
者
の
多
く

は
、「
な
か
な
か
自
宅
で
運
動
す
る
機

会
が
無
い
の
で
定
期
的
に
参
加
し
て

い
る
」
と
話
し
ま
す
。
こ
の
時
は
、

椅
子
に
座
り
な
が
ら
の
全
身
運
動

で
、
気
持
ち
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま

し
た
。

爽
快
シ
ョ
ッ
ト
で
物
忘
れ
無
縁

爽
快
シ
ョ
ッ
ト
で
物
忘
れ
無
縁

上
高
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

元
気
な
う
ち
か
ら
楽
し
く
予
防

元
気
な
う
ち
か
ら
楽
し
く
予
防

元
気
は
つ
ら
つ

　

運
動
教
室
な
ど

体力が落ちたと感じませんか？
かたよった食事をとっていませんか？
口の働きや歯の健康に不安はありませんか？
町福祉センターでは、いくつになっても健康
でいきいきと生活を送れる体づくりを目的とし
て、介護予防教室を開催しています。
◆内　容
かんたん体力測定、筋力づくり体操、栄養
士による栄養指導、歯科衛生士の口腔ケア
指導
◆日　時 毎週金曜日　10時～13時
（体操10時～11時30分、休憩11時30分～
12時、給食12時～13時）
◆場　所 町福祉センター（町民広場内）
◆対象者 おおむね65歳以上で
①町の健康診断で介護予防事業をすすめら
れた方
②介護認定で非該当と診断された方
※対象に該当しない方についても、参加でき
ます。ただし、送迎・給食は提供できま
せん。

◆参加費 無料
（ただし、給食を希望する場合は300円）
◆持ち物 タオル、上履き
◆交　通
必要な方は送迎車でご自宅まで伺います。
◆申込み・問合せ先
町社会福祉協議会 1675－4777

宝積寺
タウン
センター

９/24（水）
はつらつ
運動

10/22（水）
はつらつ
運動

11/26（水）
歯と口の話
＋運動

１/14（水）
はつらつ
運動

２/25（水）
はつらつ
運動

上高
ふれあい
センター

９/16（火）
はつらつ
運動

10/28（火）
はつらつ
運動

12/２（火）
認知症の話
＋運動

１/20（火）
はつらつ
運動

３/10（火）
はつらつ
運動

図書館
中央館

10/１（水）
認知症の話
＋運動

11/５（水）
はつらつ
運動

12/10（水）
はつらつ
運動

２/４（水）
栄養の話
＋運動

３/11（水）
はつらつ
運動

仁井田
ふれあい
広場

10/８（水）
はつらつ
運動

11/12（水）
はつらつ
運動

12/17（水）
認知症の話
＋運動

１/28（水）
はつらつ
運動

３/18（水）
栄養の話
＋運動

びれっじ
センター
(上太田公民館）

10/15（水）
歯と口の話
＋運動

11/19（水）
はつらつ
運動

12/24（水）
はつらつ
運動

２/18（水）
認知症の話
＋運動

３/25（水）
はつらつ
運動

福祉
センター

９/９（火）
認知症の話
＋運動

10/14（火）
はつらつ
運動

12/９（火）
はつらつ
運動

１/13（火）
はつらつ
運動

２/10（火）
栄養の話
＋運動

《会場および開催日》 開催時間はいずれも10時～11時30分

寝たきりなど介護が必要な状態にならないようにするには、元気なう
ちからの予防が大切です。みんなで一緒に楽しく運動しましょう。
◆対象者 60歳以上の方　◆持ち物 タオル、飲み物
◆その他 動きやすい服装でご参加ください。
◆申込みについて 開催日の１週間前までにお申込みください。
なお、１回限りの参加もできます。その際は事前の申込みは必要あ
りません。
◆申込み・問合せ先　町健康福祉課 1675－8105

元気はつらつ運動教室　参加者募集介護いらずの予防教室
はっぴー倶楽部参加者募集

◆
問
合
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
６
７
５
│
４
７
７
７

◆
問
合
せ
先

町
健
康
福
祉
課

1
６
７
５
│
８
１
０
５



Eメールアドレス　fukusi@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 10

町
生
涯
学
習
課
で
開
催
し
て
い
る

「
い
き
い
き
教
室
」
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

改
善
セ
ン
タ
ー
班
・
図
書
館
班
・

仁
井
田
班
の
３
班
に
分
か
れ
、
各
班

と
も
年
間
９
回
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。写

真
は
５
月
に
開
催
さ
れ
た
「
人

権
感
覚
を
磨
こ
う
」
の
様
子
で
す
。

人
権
と
い
う
と
難
し
い
内
容
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
体
験
を
通
し

て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

多
く
の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
仕
事

や
趣
味
な
ど
を
生
か
し
た
「
生
き
が

い
づ
く
り
」
や
「
仲
間
づ
く
り
」、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
働

き
、
集
え
る
「
高
齢
者
の
拠
点
」
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写
真
は
４
月
に
開
催
し
た
「
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
愛
好
会
」
の
太
平
山
ハ
イ

キ
ン
グ
で
す
。
県
内
外
へ
年
間
３
回

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援

生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援

い
き
い
き
教
室

仕
事
や
趣
味
で
地
域
に
貢
献

仕
事
や
趣
味
で
地
域
に
貢
献

町
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
事
業

◆
問
合
せ
先

町
生
涯
学
習
課

1
６
７
５
│
３
１
７
５

◆
問
合
せ
先

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
６
７
６
│
０
０
９
９

今
回
掲
載
し
た
元
気
な
高
齢

者
の
皆
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な

趣
味
を
も
っ
て
い
て
、
多
く
の

方
々
と
楽
し
く
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
紹
介
し
た
以
外
に
も

た
く
さ
ん
の
老
人
ク
ラ
ブ
サ
ー

ク
ル
や
地
域
で
取
り
組
ん
で
い

る
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
り
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
趣
味
や
生
き
が
い

を
も
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
高
齢
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
外
へ
出
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。
近
所
の
お

友
達
が
元
気
に
活
動
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

◆
問
合
せ
先

町
健
康
福
祉
課

1
６
７
５
│
８
１
０
５

町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
、
職
務
代
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た

８
月
１
日
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
委
員
長

お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
　
日
賀
野
　
充

職
務
代
理
者
　
　
小
林
　
磯
夫

委
　
員
　
　
　
　
菅
谷
　
　
忠

委
　
員
　
　
　
　
菊
地
　
延
子

小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
登
録
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
町
内
の
工
事
業

者
を
対
象
と
し
て
、「
小
規
模
工
事

等
契
約
希
望
者
登
録
」
の
申
請
を
受

付
け
ま
す
。

町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設
工

事
や
修
繕
等
で
契
約
金
額
１
３
０
万

円
未
満
の
も
の
が
対
象
で
す
。

こ
の
登
録
を
新
規
に
希
望
す
る
方

及
び
既
に
登
録
し
て
い
る
方
（
既
登

録
の
有
効
期
限
は
平
成
20
年
９
月
）

は
、
受
付
期
間
内
に
申
請
書
等
を
総

務
課
管
財
契
約
担
当
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。

◆
受
付
日
時

９
月
12
日（
金
）ま
で

９
時
〜
17
時
　
※
土
日
は
除
く

◆
問
合
せ
先

町
総
務
課
　
管
財
契
約
担
当

1
６
７
５
―
８
１
０
１
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「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）が平成１６年５月２８日に公布されました。国民の司法
参加を実現するこの制度は、平成２１年５月２１日から施行されます。

裁判員制度をご存知ですか！

○裁判員制度ウェブサイト http://www.saibanin.courts.go.jp/ ○裁判員制度携帯サイト http://www.saibanin.courts.go.jp/k/
○裁判員制度メールマガジン http://www.saibanin.courts.go.jp/melmaga/index.html

原則として裁判員候補者のお住まいの場所を管轄する裁判所に来ていただくことになります。
◆問合せ先　宇都宮地方裁判所　1６２１－２１１１

裁判員制度とは国民の皆さんに裁判員として
刑事裁判に参加していただく制度です。

A だいたい3,500人に1人と見込まれています。
裁判員を選ぶ選任手続きのために何人の裁判員候補者に来ていただくかは、個々の事件
ごとに、裁判所が決めることになります。仮に通常の事件で50人程度、審理に多くの日数
を要する事件で100人程度の裁判員候補者を選んだとした場合、平成17年の裁判員制
度の対象となる事件が全国で約3,600件であったことを前提に試算すると、1年間に18
万人～36万人の方に裁判所に来ていただくことになります。確率で言うと、全国で1年当
たり、全有権者のうち、実際の事件ごとに裁判員候補者として裁判所に来ていただく方は
約300～600人に１人程度（0.18～0.35％）、そして、実際に裁判員又は補充裁判員と
して裁判員裁判に参加していただくのは約3,500人に1人程度（0.03％）となります。

1

2

4 5

3

Q 裁判所に行く日のどれくらい前に、
その日時を知らせてもらえるのですか? A 通常は裁判の6週間前までには

通知をします。

原則として期日の6週間前までに、また、審理の期
間が通常よりも長くかかると考えられる事件につい
ては、8週間程度前までにお知らせする予定です。
また、このお知らせには、裁判員に選ばれた場合に
いつからどの程度の期間努めていただくか（職務従
事予定期間）を記載します。

裁判員制度について、より詳しく知りたい方はこちらをご覧ください。

○
赤
羽
信
子
（
宝
積
寺
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
夫
（
達
夫
様
）
の
遺
志
に
よ

り
寄
付

○
甚
五
郎
会

３
６，

９
９
８
円

甚
五
郎
会
50
周
年
を
記
念
し
て

寄
付

○
安
西
正
夫
（
さ
く
ら
市
）

１
０
０，

０
０
０
円

高
根
沢
町
の
福
祉
の
た
め
に
寄
付

8
月
8
日
現
在
合
計
額

１
３
８，

８
７
３，

８
０
０
円

役
場
住
民
課
窓
口
募
金７

月
30
日
現
在

○
岩
手
県
内
陸
地
震３，

１
７
７
円

○
宮
城
県
内
陸
地
震３，

８
１
２
円

○
中
国
大
地
震
救
援
金
６
１
０
円

○
ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害

救
援
金

２
１
７
円

TAKANEZAWA AI NO KIKIN

た
か
ね
ざ
わ
愛
の
　

基
金
（
敬
称
略
）



おもいやり駐車スペース利用証を交付しますおもいやり駐車スペース利用証を交付しますおもいやり駐車スペース利用証を交付しますおもいやり駐車スペース利用証を交付しますおもいやり駐車スペース利用証を交付します
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10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

多くの人が利用する店舗や病院などの施設には、身体に障がいのある方のた
めの駐車場が設けられるようになりましたが、この駐車スペースを確保してお
くための統一ルールがありません。
このため、県民の方から、障がいのない人が車を止めているため、本当に駐

車場を必要とする方が止められないとの声を聞きます。
そこで、県内に共通する利用証を交付することにより、障がい者用の駐車場

を利用できる方を明らかにし、本当に必要な方のために駐車スペースを確保す
る「おもいやり駐車スペースつぎつぎ事業」を開始しました。
◆利用できる方

身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、高齢者および難病患者のう
ち歩行困難な方、妊産婦であって一時的に歩行困難な方
※具体的な基準（身体障がい者手帳で確認します）については、交付窓口で
お問合せください。

◆利用できる駐車場
公共的な施設などにある障がい者用駐車場のうち、「おもいやりスペース」

として協力の申し出のあった駐車場
◆利用証交付窓口・問合せ先
町健康福祉課 †675－8105 栃木県保健福祉部医事厚生課　†623－3047

エ
コ
・
も
り
フ
ェ
ア
２
０
０
８
開
催
案
内

環
境
問
題
や
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
活
動
団
体
や
企
業
な
ど
の
参
加
を
得
て
、「
エ

コ
・
も
り
フ
ェ
ア
２
０
０
８
〜
体
験
・
実
感
・
そ
し
て
行

動
！
か
け
が
え
の
な
い
環
境
や
森
林
を
守
り
育
て
る
た
め
に

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
食
器
洗
浄
車
・
リ
ユ
ー

ス
食
器
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。

◆
内
　
容

○
地
球
環
境
に
関
す
る
展
示
○
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
展
示

○
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
に
関
す
る
展
示

○
環
境
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
○
木
工
工
作
○
木
工
ク
ラ
フ
ト

○
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
や
林
産
物
の
販
売
　
な
ど

◆
日
　
時

10
月
11
日
（
土
）・
12
日（
日
）

９
時
30
分
〜
16
時

◆
場
　
所

わ
く
わ
く
グ
ラ
ン
デ
ィ
科
学
ラ
ン
ド
（
栃
木
県
子
ど
も
総

合
科
学
館
）

宇
都
宮
市
西
川
田
町
５
６
７

◆
問
合
せ
先

栃
木
県
エ
コ
・
も
り
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局

†
６
２
３
―
３
１
８
５

ペ
ッ
ト
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

突
然
の
迷
子
、
災
害
、
盗
難
、
事
故
な
ど
、
ペ
ッ
ト
は
名

前
も
住
所
も
言
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
は
確
実
な
身
元
証
明
に
な
り
ま
す
。

○
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
と
は

直
径
２
a
長
さ
10
a
程
度
の
円
筒
形
の
電
子
標
識
器
具
で
、

内
部
は
Ｉ
Ｃ
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
電
極
コ
イ
ル
、
外
側
は
生
体

適
合
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
メ
リ
ッ
ト

迷
子
や
地
震
な
ど
の
災
害
、
盗
難
や
事
故
な
ど
に
よ
っ
て

飼
い
主
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
も
、
チ
ッ
プ
の
番
号
を
リ

ー
ダ
ー
で
読
み
取
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る

飼
い
主
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
飼
い
主
の
も
と
に
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

身体障がい者、知的障がい者、
精神障がい者、高齢者及び難病
患者のうち歩行困難な方に交付

妊産婦のうち一時的に歩行困難
な方※有効期間：妊娠７カ月か
ら産後３カ月まで
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栃木放送開局栃木放送開局4545周年記念周年記念

「「元気あっぷ寄席元気あっぷ寄席」」開催のお知らせ開催のお知らせ
栃木放送開局45周年を記念して、元気あっぷむらとＣＲＴ栃木放送
が主催し寄席を行います。楽しいひと時を元気あっぷむらでお過ごし
ください。

◆日　時 ９月20日（土）・21日（日）
14時30分～16時30分
（14時開場）

◆場　所 元気あっぷむら
多目的ホール

◆出演者 20日（土）
立川　談幸・立川　松幸
21日（日）
三遊亭吉窓・春風亭一左

◆入場料 各日2,000円（全席自由）
〔元気あっぷむら温泉入浴券付（入浴券の有効期限は平
成21年3月末日までとなります。お子さま用はありませ
ん。）〕

◆その他 チケットは元気あっぷむらで販売しています。
◆問合せ先 元気あっぷむら †676ー1126

ＣＲＴ栃木放送　営業局 †622ー1111

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

は
、
有
効
期
限
が
平
成
20
年
９
月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
に
「
配
達
記
録
郵
便
」

に
よ
り
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
は
１
世
帯
で
１
枚
だ
っ
た
保
険
証
が
、
今

回
の
更
新
に
よ
り
１
人
１
枚
づ
つ
交
付
さ
れ
ま
す
。

使
い
や
す
く
な
る
反
面
、
紛
失
す
る
可
能
性
も
高
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
町
住
民
課
総

合
窓
口
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
町
住
民
課
　
総
合
窓
口
担
当

†
６
７
５
―
８
１
０
０

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
は
、
県
獣
医
師

会
ま
た
は
動
物
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

栃
木
県
獣
医
師
会
　
†
６
２
２
―
７
７
９
３

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う

○
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
収
集
日
・
収
集

場
所
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
、
収
集
当
日
の
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
資
源
び
ん
」、「
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
不
燃
物
」、「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
は
、
必
ず
指
定
の
コ
ン
テ
ナ
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先

町
環
境
課

†
６
７
５
―
８
１
０
９

タテ54mm ヨコ86mm カード型
材質　紙（裏面フィルム加工）

国民健康保険
被保険者証

国保  太郎

国保  太郎

記号 番号　　123456
コクホ　タロウ

100

氏名

住所

保険者番号
保険者名

一部負担金の割合　裏面参照

生年月日

交付年月日
平成　   年　  月　    日

世帯主氏名

栃木県塩谷郡高根沢町大字石末1825

資格取得（該当）
年月日

性別 男昭和　   年　  月　    日

有効期限　　平成 21 年   ９ 月  30  日

15
32 7 7

4 1
平成　   年　  月　    日20 10 1

090761
栃木県塩谷郡高根沢町大字石末2053番地   高根沢町
電話（028）675ー8100

見
　
本
（
実
物
大
）
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７
月
４
日
、
東
京
都
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
に
お
い
て
「
第
10

回
全
農
牛
枝
肉
共
励
会
」
が
開
催

さ
れ
、
交
雑
種
の
部
に
お
い
て

仲
山
一
夫

な
か
や
ま
か
ず
お

さ
ん
（
太
田
）
の
出
品

枝
肉
が
同
部
門
の
最
高
位
と
な
る

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

枝
肉
と
は
、
肉
牛
の
体
か
ら
皮
、

頭
足
、
内
臓
を
取
り
除
い
た
も
の

の
こ
と
で
、
共
励
会
で
は
和
牛
去

勢
の
部
、
和
牛
雌
の
部
、
交
雑
種

の
部
の
３
部
門
に
分
け
、
そ
の
肉

質
な
ど
を
競
い
ま
す
。

今
回
よ
り
新
設
さ
れ
た
交
雑
種

の
部
に
は
、
７
県
よ
り
50
頭
が
出

品
。
各
県
よ
り
選
り
す
ぐ
り
の
肉

最
優
秀
賞
に
仲
山
一
夫
さ
ん
（
太
田
）

７
月
19
日
、
地
域
福
祉
・
障
が

い
者
福
祉
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
な

ど
の
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ

か
ば
（
坂
主
晴
美

さ
か
ぬ
し
は
れ
み

理
事
長
）
に
お

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
か
ば
３
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

森
林
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
、

環
境
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
７
月
16
日
、
北
高
根
沢

中
学
校
２
年
生
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
お
い
て
、
エ
コ
・
ハ
ウ

ス
た
か
ね
ざ
わ
の
出
前
講
座
「
マ

イ
箸
づ
く
り
講
座
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

授
業
で
は
、
ま
ず
エ
コ
・
ハ
ウ

ス
た
か
ね
ざ
わ
職
員
の
田
渕
美
国

た
ぶ
ち
よ
し
く
に

さ
ん
が
生
徒
た
ち
に
「
森
は
動
物

た
ち
の
住
み
か
。
森
は
私
た
ち
を

癒
し
て
く
れ
る
。
こ
の
ま
ま
木
を

切
り
続
け
る
と
、
あ
と
50
年
で
地

球
上
の
森
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
森
林
環
境
の
現
状
を
話
し
、
森

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

マ
イ
箸
か
ら
森
林
の
大
切
さ
学
ぶ

い
て
、
同
法
人
の
開
設
３
周
年
を

感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
施
設
利
用
者
や
地
域
の

人
々
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
手
作
り

そ
の
後
、
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
職
員

や
町
環
境
課
職
員
の
指
導
の
も
と
、

生
徒
た
ち
は
小
刀
や
ヤ
ス
リ
な
ど

を
使
っ
て
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
か
ら

マ
イ
箸
作
り
に
挑
戦
。
最
後
に
箸

に
名
前
を
刻
み
、
エ
ゴ
マ
油
を
塗

っ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
し
た
マ
イ
箸
を
見
て
「
上

出
来
」
と
笑
顔
の
石
橋

い
し
ば
し

佑
梨

ゆ
う
り

さ
ん

は
、「
授
業
で
環
境
問
題
の
こ
と
を

勉
強
し
て
き
た
の
で
、
森
林
環
境

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
森
を
大
事
に
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

間
伐
材
を
自
分
た
ち
で
再
利
用
で

き
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

牛
が
出
品
さ
れ
る
中
、
仲
山
さ
ん

の
出
品
枝
肉
の
格
付
け
は
、
15
段

階
中
最
高
等
級
の
「
Ａ
―
５
」、
霜

降
り
の
度
合
い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は

12
段
階
中
「
10
」
を
記
録
し
、
質

の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

「
ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
牛
の
成
育
に
と
っ

て
一
番
大
事
」
と
語
る
仲
山
さ
ん
。

「
少
し
で
も
良
い
牛
を
育
て
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も

こ
れ
ま
で
同
様
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
菓
子
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
那
須
烏
山

市
の
黒
須
千
鶴

く
ろ
す
ち
づ
る

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア

ノ
と
宇
都
宮
市
の
荻
野
夏
子

お
ぎ
の
な
つ
こ

さ
ん

に
よ
る
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
や
、
都

賀
町
の
橋
本
宣
之

は
し
も
と
の
ぶ
ゆ
き

さ
ん
に
よ
る
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
が
行
わ
れ
、
会

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

坂
主
さ
ん
は
、「
３
年
間
、
よ

く
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
な
と
思
い

ま
す
。
必
要
と
し
て
く
れ
る
方
、

そ
し
て
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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阿
久
津
小
学
校
に
河
川
愛
護
団
体
表
彰

阿
久
津
小
学
校
が
平
成
20
年
度

河
川
愛
護
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。７

月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
鬼

怒
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
に
毎
年

参
加
す
る
な
ど
、
同
校
が
清
掃
活

動
や
水
辺
環
境
の
保
全
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
29
日
に
国
土
交
通
省
下
館

河
川
事
務
所
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

に
お
い
て
、
剣
持

け
ん
も
ち

所
長
か
ら
代
表

の
大
橋

お
お
は
し

由
加
里

ゆ

か

り

さ
ん
（
６
年
）
へ
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

大
橋
さ
ん
が
作
文
を
発
表
。
大
橋

さ
ん
は
「
私
た
ち
は
、
鬼
怒
川
を

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
８
年
前
か
ら
ゴ
ミ
拾
い

を
始
め
ま
し
た
。
毎
年
た
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
が
集
ま
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
す
」
と
活
動
な
ど
に
つ
い
て

話
す
と
、
最
後
に
「『
ゴ
ミ
０
』
を

目
標
に
、
人
も
自
然
も
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
天
の
川
の
よ
う
な
美

し
い
川
に
し
た
い
で
す
」
と
目

標
を
語
り
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
町
商
工
会
で
は
同

会
館
の
ち
ょ
っ
蔵
談
話
室
に
お
い

て
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
昆
虫
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

財
団
法
人
昆
虫
保
存
協
会
に
所

属
す
る
岡
田
善
朗

お
か
だ
よ
し
あ
き

さ
ん
（
那
須
烏

山
市
）
が
先
生
と
な
り
、
カ
ブ
ト

ム
シ
の
エ
サ
の
あ
げ
方
や
長
生
き

を
さ
せ
る
秘
訣
、
標
本
の
作
り
方

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
授
し
ま

し
た
。
エ
サ
の
話
の
中
で
は
「
子

ど
も
の
う
ち
に
エ
サ
を
食
べ
な
い

と
ツ
ノ
が
小
さ
い
カ
ブ
ト
ム
シ
に

な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
み
ん

な
も
好
き
嫌
い
を
す
る
と
大
き
く

な
れ
な
い
よ
」
と
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
に
、
オ
ス

と
メ
ス
の
カ
ブ
ト
ム
シ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
兄
弟
３
人
で
参
加
し
た

町
商
工
会

昆
虫
教
室
で
カ
ブ
ト
ム
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

塚
田
響

つ
か
だ
ひ
び
き

く
ん
（
阿
久
津
小
１
年
）

は
、「
カ
ブ
ト
ム
シ
が
も
ら
え
て
嬉

し
い
。
大
事
に
育
て
た
い
で
す
」

と
日
焼
け
し
た
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

30
周
年
を
記
念
し
熱
戦

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

同
協
会
が
今
年
30
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
８
月
10
日
、

石
末
運
動
場
に
お
い
て
「
12
時
間

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
齋
藤

さ
い
と
う

武
男

た
け
お

会
長

が
「
諸
先
輩
や
皆
さ
ん
の
協
力
、

努
力
に
よ
り
30
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

通
じ
各
地
域
へ
の
貢
献
、
町
ス
ポ

ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た

が
、
今
後
も
後
継
者
育
成
な
ど
活

性
化
に
向
け
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

８
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
試
合

に
は
、
同
協
会
に
加
盟
す
る
21

チ
ー
ム
に
阿
久
津
中
学
校
と
北

高
根
沢
中
学
校
、
町
内
学
童
チ

ー
ム
な
ど
が
加
わ
り
、「
あ
や
め
」

と
「
ひ
ば
り
」
に
分
か
れ
、
１

時
間
ご
と
に
チ
ー
ム
を
入
れ
替

え
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
49
イ
ニ
ン

グ
を
戦
い
抜
き
、
99
対
99
の
同

点
で
記
念
す
べ
き
一
戦
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。



　　  日　　時
　　  場　　所

構成

12 月 7 日（日）　13 時 30 分～
町民ホール、屋外
　　　　　　　　 内　　　　　容

町民ホールのステージでパフォーマンス披露

絵画・書道・工作などの作品をホールロビーに展示

リサイクル活動の一環として屋外でフリーマーケット

　　 部　門

ステージの部

展示の部

フリーマーケットの部

事業名

日　時
座　席

入場料

備　考

クラシックコンサート「音楽の絵本」

10 月 5 日（日）
14 時～ 15 時 20 分（開場：13 時 30 分）
全席指定（814 席）
大人（中学生以上） 1,000 円
小学生以下 500 円

・2歳未満のお子さまの入場はご遠慮ください。

　　町制 50周年記念事業　宝くじ文化公演
　　　「グレンミラーオーケストラ演奏会」
11 月 20 日（木）
19 時～ 21 時（開場：18 時 30 分）
全席指定
一　般 2,500 円（当日 3,000 円）
高校生以下 1,500 円（当日 2,000 円）
・宝くじの助成により特別料金となっています。
・前売券完売の場合、当日券の販売はありません。
・未就学児の同伴、入場はご遠慮ください。

かがやかがや

輝くわたしをみて輝くわたしをみて きらきらフェスタ2008 きらきらフェスタ2008輝くわたしをみて輝くわたしをみて きらきらフェスタ2008 きらきらフェスタ2008輝くわたしをみて きらきらフェスタ2008
かがやかがやかがや

この秋には音楽を楽しみましょう♪この秋には音楽を楽しみましょう♪この秋には音楽を楽しみましょう♪この秋には音楽を楽しみましょう♪この秋には音楽を楽しみましょう♪

あなたも「親業」にふれてみませんか？あなたも「親業」にふれてみませんか？あなたも「親業」にふれてみませんか？あなたも「親業」にふれてみませんか？あなたも「親業」にふれてみませんか？ オペレッタ「いのちのバトン」オペレッタ「いのちのバトン」オペレッタ「いのちのバトン」オペレッタ「いのちのバトン」オペレッタ「いのちのバトン」
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まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

高根沢町青少年健全育成大会実行委員会では、「日ごろがんばっている小学生・中学生・高校生をみんなで
応援する」ことを目的として、「きらきらフェスタ２００８」を開催します。
「ステージの部」、「展示の部」、「フリーマーケットの部」の３部構成となります。
自分の夢、希望、がんばっている姿を表現してくれる小学生・中学生・高校生の参加をお待ちしています。

【ステージパフォーマンス内容について】
例えば、太鼓、ダンス、ピアノ、バンド、コント、よさこいソーラン、歌、空手など、何でもＯＫ

お手伝いスタッフ募集 小・中・高校生を応援する当日のボランティアスタッフも募集しています。
◆出場者・お手伝いスタッフの募集期限 ９月19日（金）17時まで
◆申込み・問合せ先　高根沢町青少年健全育成大会実行委員会（事務局：町生涯学習課） 1675－3175

チケットは、町生涯学習課、図書館３館（中央館・仁井田分館・上高根沢分館）にて発売しています。
◆問合せ先　町生涯学習課　文化グループ　1675－3175

小・中・高校生の出場者募集

チケット好評発売中♪

あなたのまわりの大切な人と、もっとわかりあえ
る具体的なコミュニケーションの方法を、一緒に学
んでいきませんか？　お子さま連れの方もお気軽に
どうぞ。出入り自由です。
◆テ ー マ 「能動的な聞き方」
◆日　　時 ９月12日（金）

10時30分～12時
◆場　　所 図書館中央館　和室
◆講　　師 親業インストラクター　大屋弘子　氏
◆主　　催 親業サークルはーとの会
◆問合せ先　代表　小堀　1675－7805

今こそ命の大切さを！
オペラと大衆演劇のハーモニー！（原作：松谷みよ子）
ちょっと考えさせられる物語をお楽しみください。
◆日　　時 ９月21日（日） 14時～15時20分

（開場：13時30分）
◆場　　所 町民ホール
◆座　　席 全席自由
◆入 場 料 無　料　（入場整理券が必要です）
◆問合せ先　町生涯学習課　文化グループ

1675－3175

昨年度「きらきらフェスタ2007」のひとコマ



9月16日運用開始！9月16日運用開始！9月16日運用開始！9月16日運用開始！9月16日運用開始！（　　　　　　　のご案内）公共施設案内・予約システム
講座・イベント申込みシステム

広報たかねざわ 子どもは大人社会を写し出す鏡です。高根沢の子どもをみんなで育てましょう17

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

システムは、９月16日より町ホームページ（http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/）からご利用い
ただけます。各施設の抽選結果が確定した後、一般予約が可能になります。

【利用者登録が必要です】
〇施設の空き状況や講座情報の検索は、誰でも利用できますが、施設の予約、抽選申込み、講座受講申込み
は、事前に利用者登録が必要です。（施設の団体登録は、構成メンバー表も必要です。登録申請書・構成メ
ンバー表は、町ホームページからダウンロードできます。）
〇システム開始に先立ち、利用者登録を受付けています。（個人の利用者登録は、講座申込みにも使えます。）
〇利用者登録は、町生涯学習課（改善センター内）、図書館中央館・仁井田分館・上高根沢分館でできます。
○利用者登録の際は、本人確認ができるもの（免許証や保険証など）が必要です。

Ｑ＆Ａ
【どの施設が登録されているの？】
・改善センター・町民ホール・宝積寺タウンセンター・図書館中央館（公民館）・仁井田地区コミュニティ
センター・上高根沢地区コミュニティセンター・トレーニングセンター・町民広場テニスコート・ゲート
ボール場・野球場・陸上競技場・仁井田体育館・武道館・石末運動場・情報の森テニスコート・小中学校
体育館（夜間開放）

【抽選会はどうなるの？】
〇10月抽選会までは、今まで通り開催します。11月抽選会からは、コンピューターによる自動抽選に変わり
ます。毎月15日～19日までに、インターネットか町生涯学習課で抽選申込みをしてください。20日に自動
抽選になります。（抽選ルールの詳細および９月・10月の一般予約については、町生涯学習課にお問合せく
ださい。）

【パソコンや携帯電話を持っていない時は？】
○今まで通り、電話や窓口でも、施設の予約受付および講座・イベントの受講受付をします。その場合でも、
利用者番号が必要になるため、利用者登録をしていただく必要があります。※抽選申込みの電話受付はで
きません。

【使用料の支払いは？】
〇施設を使用する日の７日前までに、各施設の担当窓口でお支払いください。その際に「施設使用許可書」
をお渡しします。

◆　問合せ先　町生涯学習課　施設管理担当　1675－3199
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歴史民俗資料館

会期

9/13（土）
▼

10/12（日）

趣
味
じ
ま
ん
手
芸
展

草
木
染
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
木
彫

休館
月曜日
９/15,16

五行川治水工費調
一金　22円3銭　治水費

内訳

金　　3円38銭　丸太105本

但1本二付、金2銭6厘

金　　2円　粗朶100束

但1束二付、金2銭

金　　13円75銭　人夫110人

但1人二付、金12銭5厘

右ノ通り相違無之候也

明治22年11月5日

右 区長　阿久津唯四郎

阿久津村長　阿久津強平殿

右3通 22年11月5日調書差出候事

（高 神社氏子会文書）

「高根沢町町史　史料編　近現代」より

◆
町
歴
史
民
俗
資
料
館

1
6
7
5
―
7
1
1
7

※
休
館
日
　
月
曜
・
第
三
日
曜
・
祝
日

五行川改修Ⅱ「県圃」と併工
〝川先田後〟で

廻谷付近の工事現場 右手奥に両郡橋がみえる。蛇行
し、岸辺に芦が茂った河道は滑らかな線形につけ変え
られた。

木彫・不動明王
作・小竹亮氏

昭.60ころ
撮影・提供
仁平浩司氏



　　　剣　　　道
小学生初心者
　〃　（低学年）男女別
　〃　（高学年）男女別
中学生男女別
高校生
一　般

　　　柔　　　道
小学 1・2年生
小学 3・4年生
小学 5・6年生男女別
中学生男女別
高校生男女別
一般（軽・重）男女別

　 空手道（型の部）
幼児
小学 1・2年生
小学 3・4年生
小学 5・6年生
中学生

　空手道（組手の部）
幼児
小学 1・2年生男女別
小学 3・4年生男女別
小学 5・6年生男女別
中学生男女別

〔
敬
称
略
〕

第20回一般男子ナイターソフトボール大会結果
７月７日（月）～15日（火） 石末運動場

《優　　　勝》 高根沢クラブ
《準　優　勝》 大谷クラブ
《最優秀選手》 高橋　勝己（高根沢クラブ）
《優 秀 選 手》 鈴木　孝裕（大谷クラブ）
《優 秀 監 督》 大久保康久（高根沢クラブ）

第23回実年ナイターソフトボール大会結果
７月28日（月）～８月２日（土） 石末運動場

《優　　　勝》 上高ソフトクラブ
《準　優　勝》 大谷クラブ
《最優秀選手》 加藤　啓一（上高ソフトクラブ）
《優 秀 選 手》 宇塚　昭宏（大谷クラブ）
《優 秀 監 督》 阿部　眞二（上高ソフトクラブ）

第１回夏季柔道大会結果
７月31日（木） 町武道館

1．2年生の部
優　勝 中荒井拓真（阿小）
準優勝 斎藤みゆき（西小）
3．4年生の部
優　勝 小森千奈美（阿小）
準優勝 鈴木　瑠雅（西小）
5．6年生の部
優　勝 宇塚花里奈（北小）
準優勝 飯村太玖己（阿小）

第３回町体育協会長杯グラウンド・ゴルフ大会結果
７月23日（水） 町民広場

男子の部　　　女子の部
《優　勝》 櫻井　六朗　　佐藤　栄子
《準優勝》 岡田　和一　　若色　ヨシ
《３　位》 斎藤　勝二　　村上　迪子

第12回高根沢フットサルリーグ結果
７月８日（火）～７月25日（金） 仁井田体育館

《優　勝》 高根沢FSC
《準優勝》 チョリン
《３　位》 トライアンフ

第19回町長杯テニス大会参加者募集
◆日　　時 10月25日（土）８時30分開始
◆場　　所 情報の森テニスコート
◆種　　目 男女別ダブルス　　計24組
◆試　　合 ６ゲーム先取（セミアドバンテージ）
◆参 加 費 1,500円／１チーム
◆締　　切 10月20日（月）
◆申込み・問合せ先
仲澤　　勇　1675－3361
メールアドレス ｍ361pw@moon.ucatv.ne.jp

第９回高根沢町青少年育成武道大会のお知らせ
◆日 に ち 10月26日（日）
◆会　　場 トレーニングセンター・武道館・北高根沢中学校体育館
◆種　　目

◆参加対象 町体育協会の剣道、柔道、空手道の各教室生徒など
◆申込み先 参加希望の方は、参加する団体の代表者へお申込みください。

第51回町民体育祭を開催します。みんなで参加しましょう！
◆日 に ち 10月12日（日）
◆場　　所 町民広場陸上競技場
◆駐 車 場 中央小学校校庭ほか

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/19



〈女性〉
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〈男性〉
（％）0 20 40 60 80 100

昭和60年

平成元年

平成４年

平成７年

平成10年

平成13年

平成16年

平成19年

3.53.5 3.23.292.892.8

4.64.691.491.4

5.05.091.191.1

5.25.291.291.2

6.66.689.789.7

8.98.987.587.5

8.08.08.38.383.883.8

9.69.68.68.681.881.8

28.428.4 68.168.1

3.43.4 32.532.5 64.164.1

3.73.7 34.534.5 61.961.9

3.73.7 35.335.3 61.061.0

3.83.8 38.938.9 57.357.3

5.05.0 42.742.7 52.352.3

11.211.2 40.440.4 48.448.4

12.812.8 40.640.6 46.646.6

3.5 4.03.292.8

4.04.691.4

3.85.091.1

3.65.291.2

3.76.689.7

3.68.987.5

8.08.383.8

9.68.681.8

28.4 68.1

3.4 32.5 64.1

3.7 34.5 61.9

3.7 35.3 61.0

3.8 38.9 57.3

5.0 42.7 52.3

11.2 40.4 48.4

12.8 40.6 46.6

正規の職員・従業者 その他（労働者派遣事業者の派遣
社員，契約社員・嘱託，その他）パート・アルバイト

（備考）昭和 60 年から平成 13 年は，総務省「労働力調査特別調査」（各年２月）より，16，19 年は「労働力調査（詳細
　　　　集計）」より作成。

（備考）１．厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。
　　　　２．男性一般労働者の１時間当たり平均所定内給与額を100として，各区分の１時間当たり平均所定内給与額の水
　　　　　　準を算出したものである。

平成20年、男女共同参画はどう進んだのでしょうか
遅い歩みでも、
着実に一歩一歩！

～平成20年版男女共同参画白書（内閣府）より～

〔増加する非正規雇用者〕

　雇用者のうち、正規の職員・従業者に
占める女性割合は約３割で、昭和59年以
降おおむね横ばいで推移している。
　パート・アルバイトなどの非正規雇用
者の割合が男女とも上昇している。特に
女性はその割合が昭和60年の31.9％から
平成19年には53.4％にまで上昇してお
り、過半数を占めるに至っている。雇用は、今の社会

を反映しているね。

〔低い女性の給与：労働者の３時間当たり平均所定内給与格差の推移〕

　男性一般労働者の給与水準を100とし
たとき、女性一般労働者の給与水準は
68.1となっている。また、男性の一般労
働者と男女の短時間労働者の給与格差に
ついてみると、平成19年では、男性短時
間労働者の給与水準は男性一般労働者の
53.8となっている。女性の短時間労働者
の給与水準は42～47台でほぼ横ばいで推
移しており、19年は47.7と、前年に比べ
0.9ポイント格差が縮小しているものの、
依然非常に低い水準にとどまっている。

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 20

～男女共同参画社会の形成をめざして～

第35回

編集/イコール編集員　発行/町生涯学習課　1 675－3175 Fax 675－3173
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（備考）１．日本PTA全国協議会調べ（対象は北海道及び神奈川県以外の協議会加盟PTAのみ）。
　　　　２．北海道，神奈川県（政令市以外）についてはそれぞれ地方公共団体調べ。
　　　　３．北海道（政令市以外）は平成19年３月現在，神奈川県（政令市以外）は19年５月現在，その他は20年２月現在の数値。

（備考）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。

〔女性の参画状況：役職〕

都道府県別単位PTA会長（小中学校）に占める
女性の割合

管理職に占める女性割合の推移：増加傾向

本務教員総数に占める女性の割合（初等中等教育、高等教育）

　女性の管理職の割合はまだまだ。でも少
し上昇しているね。
　地域においてはどうだろう。
　今、地域活動の担い手としての女性に大
きな期待が寄せられているよ。実際に、地域
を活性化する女性の活躍は全国各地にみら
れている。その一方、女性が地域のリーダー
として活躍する機会は少なく、女性の力が
十分に活かされていないという現状もある
んだ。
　女性の活躍を妨げる要因として、いまだに
「世帯や組織の代表は男性」に代表される固
定的な役割分担意識があることが考えられ
る。地域で女性が活躍するための基盤を築
くためには、こうした固定的役割分担意識を
克服することが不可欠だね。

高根沢町の女性の参画状況
［市区町村の教育委員に占める女性の割合］
　　　全国平均 27.1％ （平成17年度）
　　　高根沢町 20.0％ （平成19年度）
　　　　　　　　　（５人中１人）
［市区町村の教育長の女性割合］
　　　全国平均 2.5％ （平成17年度）
　　　高根沢町 0.0％ （平成19年度）
　　　　　　　　　（１人中０人）
［社会教育委員の女性割合は増加傾向］
　　　全国平均（市町村） 30％ （平成18年度）
　　　高根沢町 25％ （平成19年度）
　　　　　　　　　（20人中５人）
［小・中学校のPTA会長］
　　　全国平均 10.1％ （平成19年度）
　　　高根沢町 1.2％ （平成19年度）
　　　　　　　　　（８人中１人）
［小学校長の女性の割合］
　　　全国平均 17.9％ （平成19年度）
　　　高根沢町 50.0％ （平成19年度）
　　　　　　　　　（６人中３人）
［中学校長の女性の割合］　
　　　全国平均 4.8％ （平成19年度）
　　　高根沢町 0.0％ （平成19年度）
　　　　　　　　　（２人中０人）
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〔ＤＶによる検挙率の増加：夫から妻への犯罪の検挙状況〕
　配偶者間における犯罪のうち女性が被害者である場合の検挙件数の推移を罪種別にみると、暴行、傷害はそれ
ぞれ平成12年以降、増加傾向にある。19年においては、暴行が870件で前年よりも199件（29.7％）の増加、傷害は
1,255件で39件（3.0％）の減少となっている。（「暴行」とは、他者に暴力をふるうこと。「傷害」とは、人の身体や
品物を傷つけること。暴力を振るった結果、傷害になるケースもある。）

どれだけ解ったかな？腕試し！これであなたも男女共同参画博士

栃木県の人口等状況（平成20年3月発行とちぎの男女共同参画データブック2007より）
〔人口〕　女性100人に対する男性の割合は、98.8％（全国平均95.2％）
〔平均寿命〕女性85.03（全国平均85.75）歳、46位。男性78.01（全国平均78.79）歳、40位。
〔特殊出生率〕人口維持に必要な合計特殊出生率（女性1人が生涯で生む子ども数）は、2.07であるが、栃木
県は年々低下し、平成17年度は1.40である。全国第1位沖縄（1.72）、第47位東京都（1.00）
〔婚姻率〕平成18年は1,000人に対し5.7（全国5.8）件で、過去20年間をみると6.0件前後を増減している。
〔離婚率〕平成18年は1,000人に対し2.05（全国2.04）件で、平成14年（2.13）をピークに減少傾向にある。

　次の文を読んで○か×か考えよう。答えはイコール記事の中にあるよ。
正解を書いて送ってね。抽選ですばらしい賞品があたるよ。　　　　（前回の正解者は1人でした）

１（　　）　平成19年度は、男性一般労働者の平均給与水準を100としたとき、女性一般労働者の平
均給与水準は68.1％である。

２（　　）　小中学校のPTA会長に占める女性の割合は、栃木県は100人のうち女性が約8人しかいない。

３（　　）　現在は男女共同参画が浸透しているため、「男女の固定的な役割分担意識」はほとんどない。

４（　　）　男性が洗濯物を干すのは近所にも恥ずかしいからやめるべきだ。

５（　　）　高根沢町の小学校長に占める女性の割合は、全国平均より高く、50％である。

６（　　）　DVによる検挙率のうち、「傷害」は増加しているが、「暴行」は減少傾向にある。

７（　　）　民間企業の管理職に占める女性の割合は、部長職相当についてみると、100人のうちわ
ずか4名である。

★はがき（又はFAX）に、答えと、男女共同参画に関して思っていることや体験などを書いて、イコール編集会議宛てお送
りください。正解者のなかから抽選で5名様に賞品をさしあげます。当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただき
ます。なお、書いてくださった内容は紙面（匿名）で紹介する場合がありますのでご了承ください。
★①郵便番号②住所③氏名④電話番号を明記してください。
★締め切り　9月20日（土）
★送り先　〒329－1225　　高根沢町大字石末1825
　　　　　　　　　　　　　　 高根沢町教育委員会内　イコール編集会議宛（FAX675－3173）
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社会福祉協議会コーナー

町民広場福祉センター内
1675̶6953

4777

（社協だより）

ホームページ　http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/kakuka/syakyou/index.htm

８
月
20
日
に
行
わ
れ
た
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い

て
、「
高
根
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
が
策
定
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
地
域
住
民
や
福
祉
活
動
を
行
う
組

織
、
事
業
者
な
ど
が
協
力
し
て
策
定
す
る
「
地
域
福

祉
の
推
進
」
を
目
的
と
し
た
、
民
間
の
活
動
・
行
動

計
画
で
す
。
つ
ま
り
、
地
域
の
住
民
自
ら
が
参
加

し
、
活
動
す
る
計
画
で
す
。

計
画
作
り
の
中
で
行
っ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
地

区
懇
談
会
、
福
祉
団
体
調
査
の
３
つ
の
調
査
か
ら
、

こ
の
計
画
に
は
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」
や
「
支
え

あ
い
」
は
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
考
え
、

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
情
報
の
発
信
」、「
人
と
人
を
つ

な
ぐ
場
所
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
の
２
本
を
柱
と
し

て
、
６
つ
の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

計
画
書
は
９
月
中
旬
に
要
約
版
と
し
て
各
戸
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
計
画
書
（
完
全
版
）
に

つ
い
て
は
公
共
機
関
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
計
画
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
活
動
が
始

ま
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
は
住
民
の
皆
さ
ま
の
協
力

な
く
し
て
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
是
非
、
興
味
を
も
っ

た
事
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
業
の
検

討
、
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

高
根
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
事
務
局

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
1
６
７
５
│
４
７
７
７

地域福祉活動計画意見・要望調査
の実施 策定委員会・作業委員会

を組織

計画の柱 事　業　計　画

ボランティア
NPO

地域住民
地域自治組織

各種福祉団体

社会福祉事業者

行政・議会
教育関係者

住民
アンケート

福祉団体調査

地区懇談会

福祉マップの作成、配布
福祉認定店情報を

発信する

場所づくり
人づくり

福祉ネットワーク整備
福祉新聞発行

地域の居場所（サロン）
作り

ボランティアセンター設立
ボランティア募集、派遣

ファミリーサポートセン
ターの整備

新しい公園作り

つ
な
が
る
た
め
の
二
本
の
柱

高
根
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

今
年
度
も

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

《
社
会
福
祉
協
議
会
費
・

日
赤
社
資
》

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

と
日
本
赤
十
字
社
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
平
成
20
年
度
の
社
会
福

祉
協
議
会
会
費
と
日
本
赤
十

字
社
資
の
納
入
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
費

普
通
会
費

２，

８
８
４，

０
０
０
円

特
別
会
費

５，

５
０
０
円

◆
日
本
赤
十
字
社
資

２，

９
０
４，

０
０
０
円

社
会
福
祉
協
議
会
費
は
、

町
内
の
地
域
福
祉
事
業
に
使

用
さ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
資

は
、
救
護
活
動
、
血
液
事
業
、

看
護
婦
の
養
成
な
ど
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30

 9 月

 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31

 10 月
★
印
…
中
央
館
の
み
開
館

●
印
…
休　
　

館　
　

日

■
印
…
午
前
中
休
館
日

９
月
22
日
（
月
）〜
27
日
（
土
）

蔵
書
点
検
の
た
め
図
書
館
３
館
が
休
館
に
な
り
ま
す

「
蔵
書
点
検
」
と
は
、
年
に
１
回
、
図
書
館
の
全
資
料
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
１
点
ず
つ
パ
ソ
コ
ン
に
読
み
込
み
、
不
明
に

な
っ
て
い
る
資
料
の
数
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業
で
す
。

期
間
中
は
、
学
習
室
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
間
中
の
図
書
・
雑
誌
の
返
却
は
、
入
口
横
の
返
却
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
返
却
は
、
開
館
日
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。な

お
、
仁
井
田
分
館
お
よ
び
上
高
根
沢
分
館
に
お
い
て
は
、

９
月
21
日
（
第
３
日
曜
日
）
も
休
館
に
な
り
ま
す
。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
休
館
と
な
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
図
書
館
中
央
館
　
1
６
７
５
│
６
５
３
１

読
書
の
秋

図
書
館
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

図
書
館
で
は
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
日
司
書
講
座

図
書
館
の
司
書
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
！

◆
日
時

①
10
月
７
日
（
火
）

②
10
月
11
日
（
土
）

い
ず
れ
も
14
時
〜
17
時

◆
場
所

図
書
館
中
央
館

◆
定
員

各
６
名

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
た
め
の

読
み
聞
か
せ
講
座

子
ど
も
は
、
お
は
な
し
や
絵
本
が
大
好

き
！お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
、
だ
っ
こ
し
て

本
を
読
ん
で
く
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
う
れ
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

是
非
、
お
子
さ
ん
の
た
め
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ご
家
族
で
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時

10
月
４
日
（
土
）

11
時
〜
12
時

◆
講
師

田
代
正
晴
氏

◆
定
員

30
組

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

図
書
館
中
央
館
　
1
６
７
５
│
６
５
３
１
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図書館ホームページのアドレスが変わりました
７月下旬から８月にかけて図書館のホームページへのアクセスに不具合が生じ、利用者の皆様にご迷惑をおかけし

ましたことをお詫びいたします。
ホームページの利用をよりスムーズにするため、８月19日からアドレスを次のとおり変更いたしました。ぜひ、一

度アクセスしてください。
パソコン用URL http：//www.library.takanezawa.tochigi.jp
携帯電話用URL http：//www.library.takanezawa.tochigi.jp/serlssystem/mobile/
（機種によっては、ご利用いただけないサービスがあります。）



開館時間／10時～18時
（火曜日は13時～18時）
休 館 日／月曜日、毎月末日、第
　　　　3日曜日・祝日（仁井田、
　　　　上高分館のみ）、年末年
　　　　始、特別整理日

　図書館では、皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
　中央館宛に電話、FAX、Ｅメール等でお寄せください。
　図書館中央館　1　675－6531　FAX　675－6530
　　　　　　　　URL　http://www.library.takanezawa.tochigi.jp
　　　　　　　　E-mail　tosyotyuou@town.takanezawa.tochigi.jp
　仁井田分館　1　676－3155　FAX　676－3156
　上高根沢分館　1　680－1770　FAX　680－1780

私
の
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
！

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死

の
秘
宝
」

Ｊ．
Ｋ．
ロ
ー
リ
ン
グ
　
著

静
山
社

世
代
を
こ
え
て
世
界
中
の

人
々
に
読
ま
れ
て
い
る
ハ
リ

ー
・
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
が
つ

い
に
完
結
し
た
。

そ
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
作

者
が
ル
ー
ピ
ン
に
言
わ
せ
た

「
私
は
、
息
子
が
よ
り
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
よ
う
な
世
の
中
を
作
ろ

う
と
し
た
の
だ
・
・
・
」
と
い

う
セ
リ
フ
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
大
き

な
愛
と
強
い
正
義
感
か
ら
弱
冠

17
歳
の
ハ
リ
ー
が
、
死
を
受
け

入
れ
よ
う
と
決
意
す
る
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
場
面
で
こ
そ
、
作

者
が
全
巻
を
通
し
て
伝
え
た
か

っ
た
「
愛
の
重
要
性
」
に
対
す

る
、
そ
の
答
え
を
見
つ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。（本

澤
　
裕
美
）

お
は
な
し
会

さ
あ
、
お
は
な
し
か
い
が
は
じ

ま
る
よ
。
み
ん
な
で
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
！

☆
中
央
館
☆

９
月
13
日
（
土
）

10
月
11
日
・
25
日
（
土
）

11
時
〜
11
時
30
分
　

☆
仁
井
田
分
館
☆

９
月
６
日
・
20
日
（
土
）

10
月
４
日
・
18
日
（
土
）

10
時
30
分
〜
11
時

☆
上
高
分
館
☆

10
月
25
日
（
土
）

15
時
〜
15
時
30
分

ば
ぶ
ば
ぶ
　
お
は
な
し
会

さ
ぁ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
、

中
央
館
に
あ
つ
ま
っ
て
！

10
月
22
日
（
水
）

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

（
９
月
は
蔵
書
点
検
の
た
め
お
休

み
で
す
。）

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

方
や
絵
本
の
選
び
方
な
ど
も
お
教
え
し

ま
す
。
キ
リ
ン
さ
ん
が
い
る
「
お
は
な

し
コ
ー
ナ
ー
」
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！
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文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
削
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〆
切
は
毎
月
末
で
す
。
町
秘
書
広
報
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

短
　
歌

植
込
み
の
繁
れ
る
奥
に
山
吹
の

黄
の
返
り
花
ぽ
つ
ね
ん
と
咲
く

鈴
木
　
幸
子
（
宝
積
寺
）

梅
雨
明
け
の
間
近
に
迫
る
陽
光
に
て
　
　

庇
に
一
羽
の
小
雀
憩
う

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

青
春
の
喇
叭

ら
っ
ぱ

寝
起
き
を
懐
か
し
む

枕
に
夢
の
歩
兵
の
歌
が

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

窓
の
辺
に
仄

ほ
の
か
に
漂
ふ
谷
う
つ
ぎ

忘
れ
て
い
て
も
毎
年
咲
き
ぬ

水
谷
　
兄
子
（
宝
積
寺
）

枇
杷
蒔
け
ば
十
年
目
に
し
て
初
な
り
の

黄
金
の
実
の
陽
に
映
え
て
見
ゆ

林
　
　
幸
子
（
宝
積
寺
）

俳
　
句

行
く
末
を
独
り
想
へ
る
暮
春
か
な

吉
永
　
孝
子
（
花
　
　
岡
）

十
薬
や
惜
し
み
つ
つ
抜
く
花
さ
か
り

相
田
　
せ
き
（
宝
積
寺
）

夏
の
宵
子
育
て
同
士
の
立
話

山

美
祢
子
（
宝
積
寺
）

雨
止
み
て
木
の
間
隠
れ
に
夏
の
蝶

齋
藤
　
フ
ミ
（
宝
積
寺
）

減
反
の
標
札
あ
ふ
る
夏
の
風

綱
川
　
秀
夫
（
石
　
　
末
）

川
　
柳

せ
か
せ
か
に
夫
婦
茶
碗
が
軋
み
出
し

荒
武
　
ヒ
サ
（
飯
　
　
室
）

年
金
に
ボ
ー
ナ
ス
付
い
た
夢
を
見
る

林
　
　
幸
子
（
宝
積
寺
）

せ
か
せ
か
の
気
分
相
手
に
見
す
か
さ
れ

小
林
　
八
起
（
上
高
根
沢
）

一
杯
の
酒
で
せ
か
せ
か
気
を
静
め

後
藤
ま
も
る
（
太
　
　
田
）

稲
光
り
遠
く
眺
め
て
急
ぎ
足

桧
山
　
圭
介
（
桑
　
　
窪
）
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「
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

が
終
了
し
ま
し
た

講
義
と
実
技
を
交
え
な
が
ら
、
美
し
い
歩
き
方

や
望
ま
し
い
歩
き
方
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
習
し
、
好
評
の
う

ち
に
最
終
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
日
間
コ

ー
ス
の
う

ち
、
４
日
間

以
上
受
講
さ

れ
た
29
名
の

方
々
に
修
了

証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
が

始
ま
っ
て
か

ら
３
年
目
を

迎
え
、
い
よ

い
よ
今
秋
、
修
了
生
を
中
心
と
し
て
「
栃
木
県

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
　
高
根
沢
支
部
」
が
設
立
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
加
入
す
る

こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
み
が
、
よ
り
広

が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
受
講
さ
れ

た
方
は
も
と
よ
り
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
独
自

に
日
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
方
も
、
こ
の

機
会
に
入
会
さ
れ
て
み
て
は
！
　

”誰
で
も

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

で
き
る
“

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
健
康
づ
く
り
に
は
う
っ
て
つ
け

で
す
。
日
常
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。そ

う
は
言
っ
て
も
、「
１
人
で
は
な
か
な
か
歩

く
気
分
に
な
れ
な
い
」
と
い
う
方
は
、
ま
ず
、
毎

月
１
回
実
施
し
て
い
る
「
ゴ
ー
ゴ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
日
集
ま

っ
た
仲
間
と
一
緒
に
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
し
ょ
う
！
　

「
ゴ
ー
ゴ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

◆
日
に
ち

９
月
25
日（
木
）・
10
月
31
日（
金
）・

11
月
27
日（
木
）・
１
月
29
日（
木
）・

２
月
26
日（
木
）・
３
月
19
日（
木
）

◆
時
　
間

い
ず
れ
も
10
時
〜
（
小
雨
決
行
）

◆
場
　
所

鬼
怒
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
現
地
集
合
・
解
散
）

◆
持
ち
物

飲
み
物
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

1
６
７
５
│
４
５
５
９

今
年
の
夏
は
、
蒸
し
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

ま
だ
ま
だ
、
暑
さ
が
つ
づ
き
そ
う
で
す
が
、

朝
晩
の
風
は
秋
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
寝
苦
し

か
っ
た
夜
も
過
ご
し
や
す
く
な
り
、
ほ
っ
と

し
ま
す
ね
。

涼
し
く
過
ご
し
や
す
く
な
る
こ
の
季
節
、

『
○
○
の
秋
』
を
満
喫
す
る
た
め
に
、
生
活
リ

ズ
ム
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

幼
児
期
か
ら
、
早
寝
早
起
き
を
心
が
け
、

元
気
が
出
る
朝
ご
は
ん
と
楽
し
い
夕
食
を
食

べ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
将
来
の
メ
タ

ボ
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

９
月
、”た
ん
た
ん
田
ん
ぼ
の
高
根
沢
“は
、

お
い
し
い
新
米
の
収
穫
の
時
期
で
す
。
白
い

ご
飯
に
合
う
お
か
ず
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

さ
ん
ま
の
蒲
焼

（
一
人
分
熱
量
205
kcal

た
ん
ぱ
く
質
11.5
g

塩
分
0.6
g
）

お
い
し
く
食
べ
よ
う
、

楽
し
く
食
べ
よ
う
、
元
気
な
子

作 り 方

―
顔
が
見
え
る
っ
て
、
お
い
し
い
ね
―

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
お
薦
め
メ
ニ
ュ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー（
1
６
７
５
―
４
５
５
９
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

さんまを３枚おろしに
する

①さんまを半分に切り
両面こんがりと焼く

②ごまとめんつゆを
からめてできあがり

③

材料（２人分） さんま １尾（３枚おろし）
植物油 少々

めんつゆ 小さじ１
ごま 小さじ１

ごま

めんつゆ

あぶら

▲最終日、修了式を終えての記念撮影

▲７月のゴーゴーウォーキングの様子

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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脳
梗
塞
は
高
齢
者
社
会
の
到
来

や
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
に

伴
い
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
遺
症
と
し
て
手
足
が

麻
痺
し
て
不
自
由
に
な
っ
た
り
、

認
知
症
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
た

め
に
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
激
増
し
て

い
ま
す
。

脳
梗
塞
後
の
生
活
を
大
き
く
左

右
す
る
の
が
リ
ハ
ビ
リ
（
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
は

日
常
生
活
の
自
立
と
、
早
期
の
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
病
状
を
見

な
が
ら
「
急
性
期
」「
回
復
期
」

「
維
持
期
」
と
進
め
ま
す
。
急
性
期

リ
ハ
ビ
リ
は
病
状
が
安
定
す
れ
ば

で
き
る
だ
け
早
期
（
入
院
翌
日
）

か
ら
開
始
し
ま
す
。
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
は
後
遺
症
を
少
し
で
も
軽
減

し
て
、
可
能
な
限
り
も
と
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
に
訓
練
し
ま
す
。

こ
の
急
性
期
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

は
医
療
的
要
素
が
強
い
た
め
、
救

急
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
院
な

ど
の
医
療
機
関
で
入
院
し
て
行
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
維
持
期
リ

ハ
ビ
リ
は
戻
っ
た
機
能
が
再
び
低

下
し
な
い
よ
う
に
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
主
に
福
祉
施
設
、
老
人
保
健

施
設
な
ど
の
入
所
施
設
や
デ
イ
ケ

ア
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
形
で

在
宅
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

脳
梗
塞
の
再
発
を
予
防
す
る
た
め

に
は
危
険
因
子
に
対
す
る
治
療
や

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
と
同

様
に
日
常
生
活
の
自
立
を
維
持
す

る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
で
す
。

「
脳
梗
塞
後
遺
症
と
リ
ハ
ビ
リ
の

啓
発
」
講
演
会
を
開
催

塩
谷
郡
市
医
師
会
で
は
９
月
28

日
（
日
）
に
塩
谷
中
学
校
ア
リ
ー

ナ
に
て
「
脳
梗
塞
後
遺
症
と
リ
ハ

ビ
リ
の
啓
発
」
と
題
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
リ
ハ
ビ

リ
実
施
者
側
の
立
場
か
ら
、
尾
形

医
院
デ
イ
ケ
ア
作
業
療
法
士
の
小

川
昌
宏
氏
に
よ
る
「
在
宅
で
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
」
と
、

体
験
者
側
の
立
場
か
ら
は
元
日
本

テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
小
林
完
吾

氏
に
よ
る
「
死
ぬ
ま
で
元
気
で
い

た
い
〜
脳
卒
中
の
体
験
か
ら
〜
」

と
題
し
た
、
自
ら
の
二
度
の
脳
梗

塞
か
ら
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ

て
回
復
し
た
経
験
を
中
心
に
、
実

母
の
介
護
体
験
談
を
交
え
た
講
演

で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、

塩
谷
地
区
内
の
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
見
え
て
く
る

日
本
の
暮
ら
し

住
ま
い
か
ら

平
成
20
年
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
の
お
願
い

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１

日
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国

や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
住
生

活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策

な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

８
月
末
か
ら
９
月
の
初
旬
に
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
地
域
内
の
確

認
及
び
調
査
協
力
の
依
頼
の
た

め
、
栃
木
県
知
事
が
任
命
し
た
統

計
調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺
い
し

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
ま

し
た
調
査
対
象
世
帯
に
、
９
月
の

下
旬
頃
、
再
度
、
統
計
調
査
員
が

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
秘
書
広
報
課

1
６
７
５
│
８
１
０
２

塩
谷
郡
市
医
師
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

養
生
の
ス
ス
メ

第
16
回

脳
梗
塞
後
の
リ
ハ
ビ
リ

「
も
と
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
に
」

尾
形
医
院
院
長

尾
形
新
一
郎
（
塩
谷
町
）

栃木県商工会連合会登録
リフォーム事業所

住まいの

お問い合わせは

下記、又は
商工会まで！見積無料

直通電話 028-675-2219

町のうごき
平成20年８月１日現在　　前月比
世　帯　数
人　　　口
 　（内）男
  女

世帯
人
人
人

11,178
30,881
16,018
14,866

＋24
＋ ６
＋ ９
－ ３
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４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に

沸
い
た
こ
の
夏
。
今
大
会
は
、
高
速
水
着

の
着
用
問
題
、
連
覇
に
挑
む
選
手
、
さ
ら

に
は
身
近
な
本
県
出
身
の
選
手
が
過
去
最

高
の
11
人
参
加
す
る
な
ど
話
題
も
多
く
、

連
日
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い
た
方
も

た
く
さ
ん
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

惜
し
く
も
銀
メ
ダ
ル
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
伊
調
千
春
選
手

の
「
こ
の
メ
ダ
ル
も
金
メ
ダ
ル
。
こ
れ
ま
で

頑
張
っ
て
こ
れ
た
自
分
に
感
謝
」
と
い
う

言
葉
は
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

伊
調
選
手
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
メ

ダ
ル
獲
得
の
瞬
間
の
歓
喜
の
表
情
。
敗
北

に
言
葉
を
失
い
呆
然
と
す
る
姿
。
あ
る
い
は

頂
点
に
は
立
て
ず
と
も
表
彰
台
に
上
が
り

笑
顔
で
観
衆
に
手
を
挙
げ
て
応
え
る
姿
。

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
謙
虚
に
コ
メ
ン
ト
す

る
態
度
。
そ
ん
な
選
手
た
ち
の
動
作
や
行

動
に
感
動
し
、
思
わ
ず
胸
に
グ
ッ
と
き
た

り
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
た

び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

き
っ
と
そ
れ
は
、
自
分
の
す
べ
て
を
賭
け

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、
過
酷
な
練
習

に
耐
え
、
計
り
知
れ
な
い
重
圧
と
戦
っ
て
き

た
彼
ら
の
４
年
間
の
ド
ラ
マ
を
、
そ
の
瞬
間

瞬
間
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
彼
ら
か

ら
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
継
続
す
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
テ
レ
ビ
を
見
る
た
び
に
目
に

付
い
て
気
に
な
っ
て
い
た
素
朴
な
疑
問
。
ど

う
し
て
北
京
は
Ｂ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
ｎ
ｇ
っ
て
書

く
の
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ

き)

広
報
た
か
ね
ざ
わ

９
月
号（
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）
■
企
画
編
集
／
高
根
沢
町
秘
書
広
報
課
　
　
　
　
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町
大
字
石
末
２
０
５
３
　
1
０
２
８（
６
７
５
）８
１
０
２

宝積寺
赤羽雅広Q友美さんの子
那心（なみ）ちゃん　
（平成16年9月14日生）

宝積寺
高橋祥文Q有希子さんの子
ひなちゃん　
（平成19年9月18日生）

平田
加藤由久Q朋恵さんの子
滉大（こうた）ちゃん
（平成19年9月27日生）

光陽台
櫻井　薫Q真理さんの子
実來（みく）ちゃん　
（平成19年9月18日生）

平田
田代治良Q真波さんの子
香穂（かほ）ちゃん　
（平成17年9月29日生）

宝積寺
板橋善行Q久美子さんの子
美月（みづき）ちゃん　
（平成17年9月27日生）

石末
新藤賢一Q明子さんの子
蒼也（そうや）ちゃん　
（平成19年9月5日生）

太田
加藤正嗣Q真由美さんの子
大輝（ひろき）ちゃん　
（平成15年9月2日生）




